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あきる野市 中嶋 博幸 

 今、立川市で 1100㎡ぐらいの民間保育園が建て替えを計画しています。 

 大手設計事務所が設計を受けることが内定しているのですが、この設計事務所は「RC の耐火建築で」

という案を提案しました。しかし、木が好きで地域の産業チェーンを大事と思う園長と私は、「準耐火建

築で、部分的に構造も燃え代で見せて木造らしさが垣間見えるものにしてほしい」と要望し、「準耐火」

のプランにしてもらいました。 

 ここまでであとを設計者任せにすると、木構造をあまり得意としない設計者は構造設計も図面化も出

来る建築メーカーに丸投げしまうことが多いのです。その結果、その建築メーカーの金具や集成材材料

と施工しかできない構造体の図面が出来上がってしまいます。 

 建築メーカーは比較的大きな仕事になるので構造設計部分をほぼサービスで行います。でも最終的に

建築メーカーはどこが木工事を落札しようが必ず仕事がとれますので、材料費と施工費で利益を出して

かかった構造設計部分の経費を取り返せます。 

公共事業の設計費って、意外に構造設計部分まで予算化されていないのも現実のようですし、それは

それで建築メーカーの経営上の戦略として当然のことでいいと思うのですが、それですと、我々の地域

材を活かす出番は少ないですし、地場の工務店なども仕事になりません。施主もできることなら、どこ

の誰か分からない会社より、地産材や地域の職人を活用できることを望んでいます。 

 山の木の価値を活かすことはできないか？合理的にコストが高くならないようにできないか？・・と

考えて提案です。 

① 集成材や LVLなどでなければ使えないところ、例え

ば長尺スパンや背丈の大きな梁などの部分、これは

これで活用すればいい。 

② 柱、土台、羽柄、小屋梁などは４m 以下材を使い、

梁背も 300以下ぐらいで使えるようにする。特に小

屋部等はトラス系の構造にすると、４m 以下材がか

なり使えます。二階床梁も、長尺は集成材がよいが

４m以下で 300以下の背丈ならスギで十分です。 

集成材や LVL が山から丸太を買い付けつる価格は

㎥ 8000円。しかし、無垢材で上記のものをとれば、

我々の丸太買い付け価格は㎥ 15000 円～20000 円ぐらいとなり山にもお金が落ちます。それで、接

着など余計なことをしないので、製品価格は同等にできると思います。むしろ規格外でちょっと大き

めの部材、135角~210角などの材なら米松や RW集成などより無垢の方が安いと思います。 

③ あまり特殊な金物を使わない。地域工務店でもできる構造体にする。 

 

A-WASS通信 4号 

編集：木と建築で創造する共生社会実践研究会 

     会長：長澤 悟           

 

横浜市建築設計協同組合の視察(9月)で話す中島氏 

中規模公共建築に無垢材を 
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④ 構造設計をしながらある程度木拾いをして、構造費の実態を早めにつかむ。あまり意匠に凝らず、予

算との兼ね合いで燃え代意匠部を減らすなど調整を行う。 

こんな地域材の実情などをキチンと設計者に伝えて構造設計すると、無垢材が使えるところはかなり沢

山あるのです。 

 保育園設計では気心の知れた構造設計士とよく協議して、大手設計事務所に具体的な構造提案をプレ

ゼンしたところ、この構造設計士に構造を任せるということになりました、また、施主に説明し、構造

設計費をちゃんと計上してもらいました。施主にしてみれば、構造設計費は誰かが必ずどこかで捻出す

るので、明朗で、地元の業者を使える設計になるし、あとで不調だの、やったら損したといわれること

もなくてすむわけです。 

 

 木造 2階建て、準耐火建築、ちょっと燃え代意匠ありの多摩産材バージョン保育園。 

来年度着工に向けひとつ動き出しました。                   （㈲中嶋材木店） 

 

 

 

 

 

日 時 7月 5日（土）14：30～16：30 

場 所 法政大学市谷田町校舎メディアセンター 

講 演 「住宅用流通材とプレカットを用いた中規模木造の 

    構造設計標準化」 

講 師 稲山正弘氏 

 

7 月 5 日（土）稲山正弘教授（東京大学大学院農業生命科学研究学科）をお迎えして、『住宅用流通材

とプレカットを用いた中規模木造の構造設計標準化』の講演会を行いました。 

 稲山先生は、「公共建築物等木材促進法」が出来たにもかかわらず、昨年度の木造化率は 10％未満で、

その理由は設計事務所が木造に不慣れで敬遠しがちなことにあると考えています。設計上のハードル５

つとその解決策の一例を話されました。 

 

① 防耐火の法規制→1000㎡以下で防火区画し、２階以下の部分は耐火のコアで挟む。 

② 構造設計計算→間もなく改定される JIS-A3301記載される高耐力壁だと、柱で JAS材を使わなくて

もよくなる。木造３階建計算用に今普及している許応力度計算ソフトで構造計算をわざわざ中大規模

用にやらなくても良くなり、構造計算できる人がいないということも解決できる。 

③ コストと材料調達、接合部加工→住宅用流通材でプレカットと住宅用金物を用いた接合にすること。 

④ 耐久性とメンテナンス→構造体の屋外露出を避けること。 

⑤ 上下階の遮音性→今回の JISの標準化仕様で学校は十分。 

もう一つの話題は、今回の JIS 改定（JIS-A3301）で、標準のほかに、オープンスペース、中廊下、

特別教室のタイプが用意されました。長澤先生は、「戦後木造校舎を大量に供給するために設計標準

を定めたのが始まり。最近はほとんど使われないので廃止論もあったのですが、今回の改定では教育

空間のあり方を考え、問題となることを抑えていこうということです。」と話されました。 

（文責花岡 JIS-A3301の内容については、文部科学省の HPを） 

 

第四回研修会報告 

 

 

稲山氏 
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平成２６年９月２５日 

会員・会友 各位 

 

            木と建築で創造する共生社会実践研究会（A-WASS） 

 

       会 長   長 澤  悟    

 

「木はいいんだ」プロジェクトへのご協力のお願い 

 

 日頃より本研究会の活動に多大なご理解・ご協力をいただき、ありがとうございます。 

 

さて、本研究会では、国土緑化推進機構「緑と水の森林ファンド」の助成を受け、木材を利用するこ

との意義を体系的に整理し、国民・消費者にわかりやすく提示することを目指す「木はいいんだ」プロ

ジェクトを進めることになりました。 

 

 本プロジェクトを進めるためには、皆様のご支援・ご協力が不可欠です。特に、下記について、積極

的なご協力をお願い申し上げます。 

 

（１）木材を利用することの効果・意義について、ご意見、情報の提供をお願いします 

 

   木を使うことで、どんな良いことがありますか？ 建築に限らず、家具や身近な日用品、燃料な

ど、いろいろな木の使い方がありますが、コンクリートやプラスチック、石油等を使うことに比べ

て、木を使うことには、どんな意義があるでしょうか？ 

 

   できるだけ幅広い視点から、ご意見をいただければ幸いです。また、具体的に、木を使うことの

効果が表れている事例や、研究データ・文献などがありましたら、教えて下さい。 

 

  ご回答は、別添の様式により、１０月１５日までにメールまたは FAXにてお送りください。 

   （〆切後も情報は歓迎しますが、まずはこの日までに可能な範囲でお送りください。） 

 

（２）検討チームへの参加について 

 

   本プロジェクトを進めるに当たり、有識者の先生と会員・会友の有志による検討チームを開催し

ます。第１回は、１０月２５日（土）の午後に予定しています。（その後、１～２か月に１回くらい、

週末に集まることを想定しています。） 

 

検討チームに参加いただける方は、折り返し、ご連絡ください。 

 

 以上、よろしくお願いいたします。 

 

 （担当： A-WASS事務局 花岡、今泉） 

 

5 



A-WASS Action-oriented Study Group on Wood and Architecture for Symbiosis Society Creation  

 

読者は FAXにてご回答ください             FAX；０３－３２４９－５１３３   

 

木を使うことの効果や意義等について（回答様式） 

 

氏    名  会員・会友・その他の区分  

 

No. 木を使うことの効果や意義等 

１  

２  

３  

４  

５  

６  

 

※ ご意見は、できるだけ多くの項目を書いてください。（記入欄が足りない場合は、適宜コピーして増

やしてください。） 

※ 上記の内容に関連する文献・資料・写真等がありましたら、一緒にお送りいただければ幸いです。 
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木を使うことの効果や意義等について（回答様式） 

（記載例）                               

氏    名 ○○ ○○ 会員・会友・その他の区分 その他 

 

No. 木を使うことの効果や意義等 

１ 
老人ホームの床に木を使うことで、お年寄りが転んでも大きなケガにつながりにくくなる。 

（具体例：●●市の老人ホームでは・・・・だった。） 

２ 地域材を使うことで、地域の林業や林産業が活性化し、雇用や所得につながる。 

３ 木造建築や木工芸品を作り続けることで、地域の大工や職人たちの技術が磨かれ、受け継がれる。 

４ 
学校に木を使うことで、子どもたちが地域の森林や林業について学ぶ教材となり、教育効果が高まる。 

（研究論文：●●大学の▲▲先生の論文） 

５ 木材を資材や燃料に使うことで、CO2の排出が削減され、地球温暖化の防止効果がある。 

６ ・・・などなど 

※ ご意見は、できるだけ多くの項目を書いてください。（記入欄が足りない場合は、適宜コピーして増やしてください。） 

※ 上記の内容に関連する文献・資料・写真等がありましたら、一緒にお送りいただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
～皆様のご意見を歓迎いたします～ 

A-WASS事務局(森の贈り物研究会内) 

   〒103-0004 東京都中央区東日本橋 3-8-1 

 東日本橋コーポラス１F 

    TEL: 03-3249-0421 FAX:03-3249-5133 

    E-mail:hanaoka@bdvision.co.jp 

  事務局長 花岡携帯：090-4063-8468 

 

編集後記 

 
○最近、仕事でうまくいったことや、ぶつかった課題をお知らせいただくことが多くなりました。

A-WASSの目標は会員が自らの仕事を通して「木の恩恵」で山とまちを結び、自立・循環の経済・人

と人をつなぐ地域社会を創ることです。A-WASSは同志が集い、議論し、知恵を交換し、ともに進む

エネルギーを分かち合う場になります。投稿を期待します。 

 

○「木はいいんだ」は新しいテーマです。会員以外の方々の参加・協力をお願いします。 

 

○今後の予定 

・10月 4日(土)   会員セミナー  

「住田町木造新庁舎建築の体験」 

会員以外の方々もどうぞ。 

 ・10月 25日(土) 「木はいいんだ」 

有識者とともに第 1回会議 

 ・11月 1日(土)   鹿沼市粟野小学校視察会(木造・新築) 

見学と関係者から聞き取り 

 ・11月 4日(火)   静岡県富士宮市 網野邸見学会 
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